
資産見返預り補助金等戻入 1¶177¶440

棚卸資産見返運営費交付金
戻入

98¶077
EEEEEEEE

183¶057¶622

物品受贈益 8¶458¶405

財務収益 6¶212

雑益 178¶835¶779
EEEEEEEE

経常収益合計 3¶850¶089¶677
EEEEEEEE

経常利益 79¶870¶510
EEEEEEEE

臨時損失
固定資産除却損 25¶172¶681

臨時損失合計 25¶172¶681
EEEEEEEE

当期純利益 54¶697¶829

前中期目標期間繰越積立金取崩
額

4¶199¶357
EEEEEEEE

当期総利益 58¶897¶186
ÖÖÖÖÖÖÖÖ

キャッシュ・フロー計算書
（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

（単位：円）

Ò 業務活動によるキャッシュ・フロー

原材料、商品又はサービスの購入による支出 � 272¶389¶447

人件費支出 � 2¶436¶623¶836

その他の業務支出 � 625¶654¶316

運営費交付金収入 2¶932¶720¶000

受託収入 515¶984¶087

補助金等収入 24¶899¶351

雑収入 72¶685¶724
EEEEEEEE

業務活動によるキャッシュ・フロー 211¶621¶563

Ó 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 � 756¶787¶190

その他固定資産の取得による支出 � 104¶172

施設費による収入 546¶878¶000
EEEEEEEE

投資活動によるキャッシュ・フロー � 210¶013¶362

Ô 財務活動によるキャッシュ・フロー 0

Õ 資金増加額 1¶608¶201

Ö 資金期首残高 414¶697¶176
EEEEEEEE

× 資金期末残高 416¶305¶377
ÖÖÖÖÖÖÖÖ

注記：資金の期末残高と貸借対照表科目別の内訳
資金の期末残高 416¶305¶377円
EEEEEEEEEEEEEEEEE
現金及び預金残高 416¶305¶377円

利益の処分に関する書類
（単位：円）

Ò 当期未処分利益 58¶897¶186

当期総利益 58¶897¶186

Ó 積立金振替額 6¶833¶615

前中期目標期間繰越積立金 6¶833¶615

Ô 利益処分額

積立金 65¶730¶801
EEEEEEEE

65¶730¶801
EEEEEEEE

行政サービス実施コスト計算書
（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

（単位：円）

Ò 業務費用
\ 損益計算書上の費用

研究業務費 3¶239¶226¶811

一般管理費 530¶988¶956

財務費用 3¶400

臨時損失 25¶172¶681
EEEEEEEE

3¶795¶391¶848

] （控除）自己収入等
事業収益 � 15¶534¶816

寄附金収益 � 630¶745

受託収益 � 513¶201¶940

資産見返寄附金戻入 � 24¶175¶399

物品受贈益 � 8¶458¶405

財務収益 � 6¶212

雑益 � 178¶835¶779
EEEEEEEE

� 740¶843¶296
EEEEEEEE

3¶054¶548¶552

Ó 損益外減価償却等相当額
損益外減価償却相当額 358¶951¶162

損益外固定資産除却相当額
（出資分）

20¶292
EEEEEEEE

358¶971¶454

Ô 引当外賞与見積額 � 10¶798¶180

Õ 引当外退職給付増加見積額 � 149¶765¶508

Ö 機会費用
政府出資等の機会費用 423¶095¶784

EEEEEEEE
× 行政サービス実施コスト 3¶676¶052¶102
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重要な会計方針

G G G G G G G G

当事業年度より、改訂後の独立行政法人会計基準を適用して、財務諸表等を作成しております。
１．運営費交付金収益の計上基準

費用進行基準を採用しております。
業務の実施と運営費交付金との対応関係が不明確であり、業務達成基準及び期間進行基準を
採用することが困難であるため費用進行基準を採用しております。
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